
 

 

 

 

 

 

  

 
 

春近し～まとめの季節～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島西高校 1 学年通信 第１１号  2025 年 2 月 3 日（月） 

Hitch your wagon to a star！ １ 

いよいよ高校 1年生としての生活も、登校日が残り 30日を切りました。 

この 1 年間、みなさんはたくさんの新しいことに挑戦し、成長してきたことと思います。勉強、部活動、学校行事、友

人との時間など、それぞれに充実した日々があったのではないでしょうか。さて、学年末考査や学年のまとめが近づ

く中、これまでの 1年間を振り返る良い機会でもあります。このタイミングをうまく活用して、次のようなことを意識し

てみてください。 

1. 学年末考査に向けた準備 

1 年の最後を締めくくる大切なテストです。これまでの成果を確

認するとともに、自分の得意・苦手をしっかり把握しまんべんなく

学習しましょう。次の学年に繋がる良いスタートを切るためにも、

全力で取り組むことが大切です。もちろん、欠席は NGです。体調

管理は試験を受ける上での最重要事項となります。 

2. 目標の再確認 

この1年で達成できたこと、まだ取り組みたいことがあれば

振り返ってみてください。新しい目標を立てるのも良いです

ね。自分の将来を少しずつ具体的に考えていく準備をして

いきましょう。 

3. 感謝の気持ちを伝える 

周りの友人や先生、家族など、この 1 年支えてくれた人たち

へ感謝の気持ちを伝えるのも大切です。小さな「ありがとう」

が、大きな力になります。 

4. 来年度に向けた心の準備 

新しい学年ではさらに多くの挑戦が待っています。少し不安を感じるか

もしれませんが、それは成長のチャンスでもあります。新しい自分に出会

うために、ポジティブな気持ちで進んでいきましょう。 

残り少ない登校日、一日一日を大切に過ごしてください。そして、みなさ

んの次のステージがさらに素晴らしいものになることを願っています！ 

応援しています！ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■ ２月の行事予定 ■ 

日 曜 予 定 

1 土  

2 日  

3 月 SC 

4 火  

5 水  

6 木  

7 金  

8 土  

9 日  

10 月 SC 

11 火  

12 水  

13 木 学年末考査 

14 金 学年末考査 

15 土  

16 日  

17 月 学年末考査 

18 火 学年末考査 

19 水 ⑥小論文模試        40 分授業 

20 木 40 分 

21 金 40 分 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 40 分 

26 水 40 分 

27 木 式場作成             40 分 

28 金 卒業式予行、表彰伝達式、LHR 

＊SC…スクールカウンセラー来校日 

▶3 月の主な予定 

 3 月 1 日（土）卒業証書授与式 

   4 日（火）①②③授業、お掃除、立入禁止 

   5 日（水）～14 日（金）前期選抜期間 

   17 日（月）⑥受験体験講話 

   19 日（水）終業式、ワックスがけ 

   

 

 

●生徒指導部より 

 もうすぐ卒業式です。高校の卒業は、さまざまな努力を

積み重ねて得られるものです。素晴らしい式にして、お世

話になった先輩たちを気持ちよく送り出そう。 

 そのために、式における礼儀作法を守る必要がありま

す。具体的には、式典にふさわしい髪型、服装、態度で臨

むというものです。2月は準備期間として、言葉遣いや礼

儀作法をいつも以上に意識して過ごしてください。 

 ＊卒業式は、正装。 ブレザーの下は、ブラウスかシャツです。 

 

ところで、最近よく目につく「ハニワ
スタイル」は禁止されています。安易な

ルール違反で自分の印象を良くなくし
てしまうのは、残念では？ 

 

●小論文講演会 ［1月 29日（水）］ 

……感想を紹介します……  

 私は物事をあまり深く考えないタイプで、周りに流されてし

まうことが多々ある。私のような人は学校にも社会にも多い

と思う。私は今回のお話を聞いて、小論文を書くことは、人の

生活をより良く、楽しくすると思った。 

 もちろん、小論文は難しくて苦手に思う人もいるだろう。私

もどちらかと言うとそうだ。しかし、小論文を書くことで、自分

の考えをより深く知ることができると思う。深く考えるという

のは、自分が普段意識していないところまで意識を向ける、

ということだ。自分のしたいこと、ありたい姿を知る機会にな

るのではないだろうか。また、自分の考えを文章化すること

で、自分自身を客観視することにつながり、自分の良さや間

違い、思考の傾向に気づくことになるとも思う。 

 このように、小論文は社会のこと、みんなのことを考えるだ

けに留まらず、自分のことを良く知ることができる素晴らしい

ものであると私は感じた。小論文を書くこと、小論文を書くた

めに考えるというその過程が、自分の意志や自立的考察力

を育み、まわりに流されない自分を作るのではないかと考え

るため、これから小論文の学習をしっかり行っていきたい。 

  １の５ Ｍさん 

 


